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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルターハウジングチャンバ及び排出オリフィスを含むディスペンサー先端部と、
　前記排出オリフィスの前で前記フィルターハウジングチャンバ内に配置されたフィルタ
ーユニットとを含み、
　前記フィルターユニットが、前記排出オリフィスの直径よりも小さな幅を有する少なく
とも１つのスロットを含む、ディスペンサー先端部フィルターアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、固体粒子を含有する流体を分配する間に、ディスペンサー先端部の詰まりを
防止するのに有用なフィルターアセンブリに関する。
【０００２】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、米国特許出願第６０／９１３３８７号（２００７年４月２３日出願）の利益
を主張する。
【背景技術】
【０００３】
　多数の化学的組成物は、バイアル瓶、ボトル、又は類似の容器内に保存される。組成物
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が流体である場合、組成物は、組成物の制御放出を許可するディスペンサー先端部を通っ
て容器から分配されることがある。このようなディスペンサー先端部は、例えば、塗布後
に硬化される接着剤のような重合性又は硬化性組成物を分配するのに特に有用である。通
常このような先端部を用いて分配される市販の組成物としては、スコッチボンドマルチパ
ーパス（SCOTCHBOND MULTIPURPOSE）（３Ｍ　ＥＳＰＥから入手可能）、及び３Ｍユニテ
ックＧＩ矯正歯科ブランドセメント（3M UNITEK GI ORTHODONTIC BRAND CEMENT）及びト
ランスボンドＸＴプライマー（TRANSBOND XT PRIMER）（３Ｍユニテック（3M Unitek）か
ら入手可能）が挙げられる。
【０００４】
　ある状況において、組成物は、固体粒子又は物体、例えば球状体、円盤状体、棒状体等
を含有するのが望ましいことがある。例えば、米国特許仮出願第６０／７５４，９５３号
には、組成物中にモレキュラーシーブのような水スカベンジャー(water scavenger)を含
有する歯科用接着剤を包含する歯科用組成物が記載されている。モレキュラーシーブは、
例えば、組成物を乾燥状態に維持し、これにより組成物の安定性及び貯蔵寿命を増強する
のに役立つ固体球状体の形態であってもよい。しかしながら、組成物中にこれら固体粒子
が存在すると、従来のディスペンサー先端部を通して組成物を分配するときに困難が生じ
る可能性がある。例えば、球状体及び類似の物体が、分配用先端部内に詰まり、組成物の
有効なディスペンサーに干渉する可能性がある。加えて、このような球状体は、使用の前
に組成物から分離され、並びに／又はバイアル瓶又は他の保存容器に留まり、ここで引き
続き組成物の未使用部分の貯蔵寿命及び安定性を増強する機能を果たし得るのが望ましい
ことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、バイアル瓶又は類似の容器からこのような組成物を効率的且つ効果的に分
配することのできる分配用アセンブリの必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、球状体又は類似の物体など、固体粒子を含有する流体組成物を分配するのに
有用なディスペンサー先端部フィルターアセンブリを特徴とする。このアセンブリは、容
器から流体を濾過するフィルターユニットを保持するフィルターハウジングチャンバを有
するディスペンサー先端部を備える。このディスペンサー先端部は排出オリフィスを更に
備え、この排出オリフィスを通って流体は先端部から排出される。
【０００７】
　一実施形態では、フィルターユニットは、固体粒子及び他の物体が分配用先端部に入る
のを防ぐと同時に流体組成物の通過を許可する、少なくとも１つ及びより典型的には２つ
又はそれ以上のスロットを一方の端部に有する、細長い中空円筒体を含む。典型的には、
スロットは、開口部のより幅広い部分に粒子を捕捉する一方で、流体が、捕捉された物体
の周りを通過して分配用先端部に入るのを許可する、半月形又は三日月形の開口部である
。このようにして、固体粒子は、組成物の中から濾過され、ディスペンサー先端部を封鎖
せずに保存容器内に保持される。
【０００８】
　流体組成物中の粒子は、実質的に均一の寸法であってもよいし、あるいは寸法が異なっ
ていてもよい。フィルターユニットは、組成物中の粒子の全て又は一部のみを遮断しても
よい。
【０００９】
　幾つかの実施態様では、組成物は、排出オリフィスの直径よりも大きな粒子、及び排出
オリフィスの直径よりも小さな粒子を含有してもよい。より大きな粒子が排出オリフィス
に詰まるのを防止するために、フィルタースロット（１つ又は複数）の最も幅広い地点に
おける幅は、典型的には排出オリフィスの直径よりも小さい。このようにして、排出オリ
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フィスを通過することのできる粒子のみがディスペンサー先端部内に入ることを許可され
、一方で排出オリフィスを詰まらせる可能性のある粒子は容器内に保持される。
【００１０】
　本明細書で使用するとき、別段の指定がない限り、不定冠詞は、「少なくとも１つの」
又は「１つ以上の」を意味する。加えて、単数形「ａ」、「ａｎ」及び「ｔｈｅ」は、そ
の内容について別段の明確な指示がない限り、複数の指示対象を包含する。したがって、
例えば「化合物」を含有する組成物への言及は、２種以上の化合物の混合物を包含する。
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用するとき、その内容について別段の明
確な指示がない限り、「又は」という用語は概して、「及び／又は」を包含している意味
で用いられている。加えて、用語「含む」、「含んでいる」及びその変形は、発明を実施
するための形態及び特許請求の範囲に現れる場合、制限的な意味を有さない。
【００１１】
　本明細書において端点による数値範囲の列挙には、その範囲内に包含される全ての数を
包含することが意図される（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８
、４、及び５を包含する）。加えて、特に指示のない限り、本明細書及び本特許請求の範
囲で使用される成分の量、性質の測定値、例えばコントラスト比などを表す全ての数は、
全ての場合において「約」という語句によって修飾されるものとして理解されるべきであ
る。したがって、特に異議を唱えない限り、先の明細書及び添付した特許請求の範囲に記
載した数値パラメータは、当業者により本発明の教示を利用して獲得しようとされる所望
の性質に応じて変化し得る近似値である。最低でも、特許請求の範囲への同等物の原則の
適用を限定する試みとしてではなく、少なくとも各数値的パラメータは、報告された有効
数字の数を考慮して、通常の四捨五入の適用によって解釈されなければならない。本発明
の広範囲で示す数値的範囲及びパラメータは近似値であるが、具体例に記載の数値は可能
な限り正確に報告する。しかしながら、いずれの数値もそれらの各試験測定値において見
られる標準偏差から必然的に生じる特定の誤差を本質的に含む。
【００１２】
　上記の要約は、本発明の各実施形態、又は全ての実施を記載するものではない。本発明
の他の実施形態、特徴、及び利点は、以下のその「発明を実施するための形態」、図面、
及び特許請求の範囲から明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ディスペンサー先端部のフィルターハウジングチャンバ内にフィルターが挿入さ
れた、本発明のディスペンサー先端部フィルターアセンブリの一実施形態の図面。
【図２】ディスペンサーのフィルターハウジングチャンバからフィルターユニットが取り
外された状態の、図１のディスペンサー先端部フィルターアセンブリを示す図面。
【図３ａ】図１及び２に示したディスペンサー先端部の断面図の図面。
【図３ｂ】図１及び２に示したディスペンサー先端部の断面図の図面。
【図４】図３に示したディスペンサー先端部のフィルターハウジングチャンバの平面図の
図面。
【図５】図１及び２に示したディスペンサー先端部フィルターアセンブリのフィルターユ
ニットの図面。
【図６ａ】図５に示したフィルターユニットの断面図の図面。
【図６ｂ】図５に示したフィルターユニットの側面図の図面。
【図６ｃ】図５に示したフィルターユニットの基部の拡大図を示す図面。
【図７】図５に示したフィルターユニットの平面図の図面。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態が図１及び２に示されており、これらの図には、流体が分配される
（図３に示した）排出チャネルを有するディスペンサー先端部(dispenser tip)（４）を
備えるディスペンサー先端部フィルターアセンブリ（２）が描写されている。ディスペン
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サー先端部（４）はまた、ディスペンサー先端部（４）に入る流体を濾過するフィルター
ユニット（６）を保持する、フィルターハウジングチャンバ（１２）を有する。図１では
、フィルターユニット（６）は、ディスペンサー先端部（４）の上面（８）がフィルター
ユニット（６）の頂部(top side)（１０）とぴったり重なるように、ディスペンサー先端
部（４）のフィルターハウジングチャンバ（１２）内に着座している。図２は、フィルタ
ーハウジングチャンバ（１２）からフィルターユニット（６）が取り外された状態のアセ
ンブリ（２）を示す。
【００１５】
　図３ａ及び３ｂに示すように、フィルターハウジングチャンバ（１２）は、片側に出口
（３）を有し、この出口（３）を通って流体はチャンバから離れ、ディスペンサー先端部
の排出チャネル（５）に入る。排出チャネル（５）は、排出チャネル（５）の始端におい
て、その最小径ｄ１を有する。チャネルは、遠位端（７）に向かって広くなり、遠位端（
７）の開口部においてその最大径ｄ４を有する。代替の実施形態では、排出チャネルの直
径は、ディスペンサー先端部の全長にわたって実質的に同一のままであってもよいし、遠
位端に向かって減少してもよい。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、ディスペンサー先端部の「排出オリフィス」は、排出チャネ
ルのうちの最小径を備えた地点、即ち、ディスペンサー先端部から流体が排出される最も
狭い地点を指す。これは、排出チャネルの長さに沿ったあらゆる地点において、即ち、チ
ャネルの始端において、中間のどこかの地点において、又は最終端（very end）において
、発生してもよい。図３ａに示した実施形態では、排出オリフィスは、排出チャネル（５
）の最も狭い地点である、フィルターハウジングチャンバの出口（３）に見出された。
【００１７】
　ここで図５～７を参照すると、アセンブリのフィルターユニット（６）は、少なくとも
１つ及び典型的には２つ又はそれ以上の開口部（１６ａ、１６ｂ）を有し、この開口部（
１６ａ、１６ｂ）を通って流体が通過し、分配用先端部に入る。開口部は、典型的には、
ディスペンサー先端部を詰まらせるか、さもなければ排出オリフィスからの流体の流れに
干渉することのある、流体組成物中に存在する固体粒子及び物体の通過を遮断するのに十
分なほど小さい。典型的には、開口部は、排出オリフィスの直径以下の幅を有するスリッ
ト又はスロットの形態である。加えて、スロット（１つ又は複数）の幅は、典型的には、
スロット（１つ又は複数）の一部がスロットの別の部分よりも狭い幅を有するべく多様で
ある。
【００１８】
　フィルターの本体は、典型的には、フィルターユニットがフィルターハウジングチャン
バ内にフィットすべく、ディスペンサー先端部のフィルターハウジングチャンバの輪郭に
対して相補的な形状を有する。最も典型的には、フィルターの本体は、中空の円筒形状を
有するが、いかなる好適な形状が使用されてもよい。
【００１９】
　図５に示される実施形態では、フィルターユニット（６）は、頂部（１０）と、底部(b
ottom side)（２２）と、中空中心部（２６）とを備えた細長い円筒体を有する。頂部（
１０）は、流体内の固体粒子の移動を制限する、２つのスロット（１６ａ、１６ｂ）を備
えた平面を有する。底部（２２）は、開口部（２８）を有し、この開口部（２８）を通っ
て流体がディスペンサー先端部の排出チャネルへ通過する。
【００２０】
　フィルタースロット（１６ａ、１６ｂ）は、典型的には、三日月又は半月形状をスロッ
トに与える、１つ以上の弓形状又は円弧形状の側部（１７ａ、１７ｂ）を有する。このよ
うなスロットは、例えば、中空円筒体の頂部（１０）にある円形開口部にわたって矩形の
仕切り（１４）を配置することによって形成されてもよい。これにより、一般に流体の流
れる表面積が増大すると同時に、スロットの最も幅広い部分の直径ｄ５（図７を参照）以
上の直径を備えた全ての粒子又は実質的に全ての粒子を遮断する。本発明の代替実施態様
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では、スロット又は開口部は、例えばダイヤモンド形、楕円形、三角形、矩形、又は円形
など、他の形状を有してもよい。
【００２１】
　一実施態様では、それぞれのフィルタースロット（１６ａ、１６ｂ）の最も幅広い部分
は、ディスペンサー先端部の排出オリフィスの直径ｄ１よりも狭い。これにより、排出オ
リフィスを封鎖するのに十分な大きさの粒子がディスペンサー先端部に入るのを防止し、
その結果、装置から出る流体のスムーズな流れを促す。
【００２２】
　フィルターユニット（６）は、例えば、フィルターハウジングチャンバ（１２）の直径
ｄ２（図６を参照）よりも僅かに大きい直径ｄ６（図６ｂを参照）をフィルターユニット
（６）に提供することによって、締まりばめ手段によりフィルターハウジングチャンバ（
１２）内に固定されてもよく、フィルターハウジングチャンバ（１２）内に着座するとき
、フィルターユニット（６）の外壁（３０）は、フィルターユニット（６）を適所に保持
するのに十分な力でフィルターハウジングチャンバ（１２）の側壁（１３）に押し付けら
れる。これは、例えば、低密度ポリエチレン又は類似の高分子材料など、僅かに圧縮可能
な材料で作製されたフィルターユニット（６）を提供することによって達成することがで
きる。あるいは、フィルターハウジングチャンバ内にフィルターユニットを固定するため
に、接着剤、ロック機構、メルトボンディングなどが挙げられるがこれらに限定されない
他の手段が使用されてもよい。フィルターユニットをディスペンサー先端部の一体部分と
して形成し得ることも可能である。
【００２３】
　フィルターユニット（６）をフィルターハウジングチャンバ（１２）内に挿入しやすく
するために、底部（２２）に近接したフィルターユニットの下部（２０）は、図６ａ及び
６ｂに示すようなフィルターユニットの上部の直径ｄ６よりも小さな直径ｄ７を任意に備
えてもよい。この構成は、フィルターユニット（６）が締まりばめ手段によって固定され
ている場合に特に有用であるが、それは、フィルターユニット（６）を、チャンバ内の適
所に押し込む前に、フィルターハウジングチャンバ（１２）の開口部内に容易に配置でき
るためである。フィルターユニット（６）をフィルターハウジングチャンバ（１２）内に
更に配置しやすくするために、フィルターユニット（６）はまた、異なる直径を有する本
体の部分の間に、面取り部（１８）又は類似の傾斜面を有してもよい。
【００２４】
　本発明のディスペンサー先端アセンブリは、化学的組成物を保存するのに使用されるい
かなるタイプの容器にもフィットするように構成されてもよい。例えば、ディスペンサー
先端部は、バイアル瓶、ボトル、フラスコ、注射器、又は類似の容器にフィットしてもよ
い。一実施形態では、アセンブリは、ネジ留め又はスナップ留め機構の手段によって容器
に解放可能に取り付けられる。これは、例えば、キャップ又は内容物を封止するための類
似の手段を有するバイアル瓶内に組成物が保存される場合、特に好都合である。キャップ
を取り外し、組成物を分配するためにディスペンサー先端アセンブリをバイアル瓶上にネ
ジ留めすることができる。分配が終わると、次に、ディスペンサーキャップが取り外され
、キャップが容器上に再度配置されてもよい。あるいは、ディスペンサー先端アセンブリ
が保存中に容器上に保持されるのが望ましい場合、アセンブリは、容器を封止するために
排出オリフィスを覆ってフィットするキャップを備えてもよい。このような実施態様では
、ユーザーは、ディスペンサー先端アセンブリからキャップを取り外すだけで、組成物を
分配する準備が整えられる。
【００２５】
　フィルターディスペンサー先端部アセンブリの構成要素は、様々な材料のいずれかで作
製されてもよい。最も典型的には、アセンブリは、容器内に保存される組成物と非反応性
である、プラスチック又は類似の高分子材料、例えば低密度ポリエチレンで作製される。
様々な構成要素は、例えば射出成形のような周知の手法を用いて、同一の材料から、又は
異なる材料から作成されてもよい。
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【００２６】
　本発明の様々な修飾及び変更が、本発明の範囲及び趣旨から逸脱せずに実施できること
は、当業者には明らかであろう。本発明は、本明細書で述べる特定の実施形態及び実施例
によって不当に限定されるものではないこと、並びに、こうした実施形態及び実施例は、
本明細書に添付される特許請求によってのみ制限されることが意図される本発明の範囲内
で、本発明の説明のためにのみ提示されることを理解すべきである。
【００２７】
　本明細書中に引用される特許、特許文献、及び刊行物の完全な開示は、それぞれが個々
に組み込まれたかのように、その全体が参考として本明細書に組み込まれる。

【図１】

【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】
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【図４】
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【図６ａ】

【図６ｂ】

【図６ｃ】

【図７】
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